
　新年度が始まり、9日から給食も開始しました。子どもたちが毎日よく食べてくれているので、給食室は

とても喜んでいます。24日から1年生も始まりますね。今年度もおいしく、安心安全な給食を作っていきた

いと思います。これからもモリモリたくさん食べて、健康な体を作っていってほしいです。
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日常生活における食

事について正しい理解

を深め、健全な食生活

を営むことができる判

断力を培い、及び望ま

しい食習慣を養うこと。

学校生活を豊かにし、

明るい社交性及び協

同の精神を養うこと。

食生活が自然の恩恵

の上に成り立つもので

あることについての理

解を深め、生命及び自

然を尊重する精神並

びに環境の保全に寄

与する態度を養うこと。

食生活が食にかかわ

る人々の様々な活動

に支えられていること

についての理解を深め、

勤労を重んずる態度を

これから１年間、お子さんたちが健やかに成長して

いくために、栄養バランスのよい給食を提供してい

きます。

毎日、生きた教材としての「学校給食」を通して、

食育を学んでいってほしいと思います。ぜひ、ご家

庭でもお子さんと給食を話題にして話していただけ

ると嬉しいです。

食料の生産、流通及

び消費について、正

しい理解に導くこと。

我が国や各地域の優

れた伝統的な食文化に

ついての理解を深める

こと。

適切な栄養摂取による

健康の保持増進を図

ること。

給食に毎日でる「牛乳」
全部飲めると良いですね！成長期には

たくさんのカルシウムをとることが必要

です。また、骨に貯められる量が決まる

のが２０歳くらいまでと言われています。

成長期に十分に骨量を増やすことで、

加齢による骨量の減少を緩やかにして、

将来の骨粗しょう症リスクを減らすことが

できますよ♪
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